
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

代表理事挨拶 
 

 
  

令和 8 年が明け、新たな一年が始まって早くも一か月が経とうとしています。 

昨年は、約 40 年ぶりにかつての仕事仲間と再び親交を深める機会があったり、宮っこの居場所

を企画した当時の課長が参事として戻ってこられたり、さらには 30 年前の教え子がホームペー

ジを通じて再びつながり、新たな仕事が生まれたりと、過去を振り返る一年となりました。その

中で改めて、「つながり」の大切さを強く実感いたしました。 

子ども・若者支援やひきこもり支援においても、支援が一時的に終わる

のではなく、途切れずに「つながり続ける」ことが非常に重要です。 

私自身、栃木に来て 31 年、法人設立から 16 年を迎えました。これま 

でいただいた多くのご縁とつながりを大切にし、それらが自らの集大成

となる一年にしたいと願っています。 

 

 

一般社団法人 栃木県若年者支援機構 
代表理事   中 野  謙 作 
〒320-0032  栃木県宇都宮市昭和 2-7-5 
TEL     028‐678‐4745 
E-mail        info@tochigi-yso.org 

令和７年度 厚生労働省委託事業とちぎ若者サポートステーション シンポジウム 開催 

とちぎ若者サポートステーション 総括 Co. 湯本 尊 

 

今年度、とちぎ若者サポートステーション（以下、サポステ）として初めて単独でシンポジウムを開催し

ました。 

シンポジウムは２部構成。第１部は、サポステの利用を通して自立への一歩を踏み出した若者に登壇し

ていただき、サポステでの体験や感想、自身の変化などをトークセッション形式で語ってもらいました。

第２部は、希望者との個別相談会を実施しました。 

開催の目的としては以下の 3 つ 

①日々のサポステの活動を知っていただく。 

②現在ひきこもり状態等で悩む方が、体験者からその後の前向きな 

イメージやヒントをもらう。 

③個別面談の場を設け、サポステ利用への不安を軽減してもらう。 

詳細は次ページにてご案内差し上げるとして、事前申し込み２４人、当日は２２人の方にご参加いただ

くことができ、その後の個別面談会にも３組の方々に申し込みをいただきました。 

主催で開催したのは今回が初であったため不備や不具合も多かったと思いますが、まずはこのような機

会を設けられたことは我々サポステとしても大きな成果であったと考えております。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

令和７年度厚生労働省委託事業とちぎ若者サポートステーション シンポジウム 

日時：令和 7 年 10 月 19 日（日） 

場所：宇都宮市総合コミュニティ―センター/男女共同参画推進センター 大集会室 A・B 
 

第 1 部 若者トークセッション ～ニート・ひきこもりから一歩踏み出した若者からのメッセージ～ 
 

サポステを利用して自立をしつつある若者 3 名に登壇をしてもらい、いろいろな質問に答えてもらいました。 

登壇者 ： AR さん 30 代男性 ・ ST さん 30 代女性 ・ AY さん 30 代男性 

 
 

【Q1 サポステに来る前の自分について教えてください】 

AR さん 

高校時代、あるとき突然学校に行けなくなった。社会不安障害と診断されたものの、何とか出席日数をクリア

し卒業だけはした。でも人目が怖く、結局ほぼひきこもりのような生活が 6 年続いた。 

ST さん 

ずーっと寝てた。眠いしやることもないし。父親には「起きなさい」と言われたが突っぱねていた。心配は 

してくれていたと思うが、うるさくは言われなかった。 

AY さん 

何をするにも気力がわかない状態だった。人間関係がきっかけでひきこもりのような状態になったので、 

他人が怖くて家から出ることがなかった。ましてや自分が仕事するなんて想像もつかなかった。 

 

 
 

【Q2 サポステにどうして来ようと思ったのですか】 

AR さん 

現状を打開したくてもがいていたとき、母にサポステのことを教えてもらった。 

ST さん 

学校の先生からの紹介だった。自分にとって好意的な先生だったので悪いところじゃないだろうと思った。

いきなりハローワークに行くよりは心理的なハードルが低いかなとも思った。 

AY さん 

自分のなかでこのままでいいのかなという葛藤がずっとあった。しかし病気のこともあるし一歩踏み出せな

いでいた。そんなとき両親から初めに「とちぎジョブモール」を紹介され足を運んだのち、いくつかの支援 

機関を経てサポステにたどり着いた。 

 

 

【Q3 サポステの印象や実際にどんなメニューを利用しましたか】 

AR さん 

当時は畑作業などのプログラムがあり、そういったものに参加して少しずつ体力をつけていった。 

その後、3 ヶ月の集中訓練プログラムに参加して、職場体験として行った会社でそのまま継続して 1 年半く

らい正社員として仕事ができた。 

サポステには自分と似た境遇の人たちが結構いることが分かり、自分だけじゃないと気が楽になった。 

ST さん 

ハローワークくらいの気持ち（求人票を見ながらいろいろ言われるところ）で行ってみたが、最初から働けと

言われないでよかったし、家族にも心配をかけてるなと感じていたので「アクション起こしてるよ」と言える

ようになったのは良かった。 

サポステでは自分自身を否定せずに肯定的にそのまんま受け入れてもらえたことがとてもよかった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AY さん 

利用前は人と一緒に何かをするのが怖いと思っていたけど、集中訓練とかへの参加を通して、人とのかか

わりが楽しいこともあるんだなと思うと同時に、自分に自信がついた。 

サポステのメニューもやる前は不安に思うことも多かったが、やってみると思っていたほどそうでもない。

だから、これできたなら次これやってみようとか思えるようになった。 

 
 

【Q4 家族または周囲の人たちにこうしてほしかったエピソード 

または、こうしてくれたのが自分にとっては助かったエピソードを教えてください】 

AR さん 

「働きたい」という気持ちになったところを、過度に期待されることも放任されることもなく、たまに話

を聞いてもらう程度の距離感で尊重してもらえたのは良かった。 

特に働くことに前向きに立ち上がり始めた頃は、気力・体力の回復に時間がかかる。歯がゆい思いをする

かもしれないが、急かさずに見守ってほしいと思う。 

ST さん 

良かれと思ってドライブに連れて行かれて知らない人に会わされた。「ずっと家の中にいたら体に悪い」と

いうのもわからなくはないけど、元気だったとしてもそもそもアウトドア派ではないので、ほっといてよ

という感じだった。 

怒られたりはした覚えはないが、「男の子だったら出てけって言うからね」と言われたことはあって、あー

そういう風に思ってるんだと感じた。 

何もしてないけど、何かしろと言われるのは嫌だった。 

AY さん 

なんでもない会話・悩みを聞いてくれて、ただただ自分を受け止めてくれた親には逆に感謝している。 

むしろ「無理するなよ」って言ってくれたこともありそれがとても記憶に残っている。 

 
 

【Q5 現在のひきこもり・ニート当事者に対して、またはその家族に対してメッセージをひとこと】 

AR さん 

社会に対してぼんやりした恐怖というのは、実際にはそうでもないしちょっと違う。だからやってみない

とわからない。自分は仕事を 2 回チャレンジしてダメだったけど経験にはなった。結果的にはうまくいか

なくてもめげずにやってほしい。正社員で働くことだけがゴールではないと思う。 

（スタッフ補足）最終的にご本人は福祉的な支援の道を選択し、その枠組みの中で自立を目指している。 

ST さん 

昔の自分に対して今の自分が声かけるとして、仮に何かを言ったとしても、それはその人が経験したこと

を踏まえての言葉だから響かないと思う。ためになるようなことは言えないかもしれない。 

そういう意味では、家族が何を言っても同じなのかもしれないが、放っておかれるのもつらい。かといっ

て深刻に言われても困ってしまう。なかなか難しいニュアンスだけど、「明日何するの？」と聞いたとき 

本人の返事が「何もしないよ」でもそれはそれで 

受け入れてほしいと思う。 

AY さん 

変に不安になりすぎる必要はないし、周りが変にせかし 

たり無理に本人に行動を促したりする必要もない。 

まずは自分の心と相談しながら、ゆっくり自分のペース 

でいいので、一歩踏み出すエネルギーが溜まるのを待って 

みるのがいいと思う。 
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 会員募集＆ご寄付のお願い   皆様のご支援、ご協力により支えられています。 

    趣旨や活動に賛同し、ご支援いただける方のご入会やご寄付を募集しています。 

    ◆一般会員（一口 5,000 円/年間） ◆団体会員（一口 20,000 円/年間） 

    会報誌をお届けいたします。総会へご参加いただくこともできます。 

    ホームページに詳しい情報がございますので、ご覧ください。 

    URL：https://www.tochigi-yso.org/ 

    右の QR コードからもご入会、ご寄付のページをご覧いただけます。 

 

     

             

 

 

 

 

 

 

 お菓子ご寄付のお願い  

    学習支援事業では子どもたちに

プレゼントするお菓子のご寄付

も募集しております。下記の QR

コードから詳細をご覧いただき、

ご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

 

 ボランティア募集  
    当法人の学習支援事業では子どもたちの学習をサポートしてくださ

る学習支援ボランティアを募集しております。 

    下記のQRコードからボランティア募集ページをご覧いただけます。 

ボランティア情報サイト「activo（アクティボ）」 

でもボランティア募集を行っております。 

URL：https://activo.jp/users/111352 

下記の QR コードからもご覧いただけます。 

 

一般社団法人栃木県若年者支援機構には 
今回の特集記事以外の事業もございますので、 
ぜひホームページをご覧ください。 
https://www.tochigi-yso.org/ 

QR コードはこちら 

編集後記 
 皆様、昨年も皆様のご支援ご協力のもと、
様々な活動を行っていくことができました。 
誠にありがとうございました。 
本年も何卒よろしくお願い申し上げます。 

すずき 
 
 

学習支援インスタ お菓子ご寄付ページ 

activo ページ 

会員募集・ご寄付のページ 

 
ボランティア募集

ページ 

～ご支援・ご協力くださっている皆様、 
いつもありがとうございます～ 

 
≪ご寄付くださった方（10 月～ 順不同 敬称略 ）≫ 

ライオンズクラブ国際協会 333-B 地区・㈲クイーン洋菓子店 
浄土宗浄鏡寺・すずかめ不動産・石川修・石川正人・市村茂展・佐野光司 
深澤敏・村上修一・篠﨑真碩・田野辺敬子・小林稔・平石惠子・他匿名の方々 

 

≪物品をご寄付くださった方（10 月～ 順不同 敬称略 ）≫ 
(株)セルクリーンセンター・Chocolate hiro・アイング(株) 
石井信行・林哲矢・片岡豊美・村上修一・他匿名の方々 

 

≪今年度会員継続、新規入会してくださった方（10 月～ 敬称略 ）≫ 
村上修一(継続)・岡本幸二(入会) 

 
★★★ キッズハウス・いろどり ＆ キッズハウス・はなびへのご寄付は、 

「いろはな通信」にてご紹介させていただいております。★★★ 
 

 

https://www.tochigi-yso.org/
https://activo.jp/users/111352
https://www.tochigi-yso.org/
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